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国
々
ず
鴎
照
田
刺
繍

窓
口
情
保
育
関
山
間
筏
M
M
開
削
同
級

小
沼
点
口
実
模
開
徳
田

H
m燃

川
上
だ
っ
機
大
内
ま
つ
奴

郡
司
き
一
み
問
問

m上
関
市
町
内
問

内
問
川
与
四
郎
時
間
関
根
一
防
総

選
塚
き
ょ
問
問

/ 

J

b

g

 



町
の
関
幻
自
民
訴
は
い
一
日
一
一
日
一
一
一
日
目
一
一
長
信
一
口
駐
日
目
一
三
一
日
官
民
守
一
目
日
一
汗
世
間
信
=
一
一
任
日
計
一
=
-
H
h
q
注
目
前
=
一
日
一
一
院
院
一
日
一
一
駐
日
日
一
世
一
=
一
日
円
九
日
日
一
一
一
一
一
ド
こ
と
を
一

こ
と
し
は
害
事
第
一
億
一
一
キ
五
島
ベ
ー
ス
が
ど
ん
ど
ん
溜
ん
刊
ゆ
く
が
重
量
そ
も
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
が
ね
ば
な
あ
ま
い
。
い
あ
が
、
今
後
、
問
湾
奇
心
三
主
考
え
で
ゆ
く
と
、
必
ず
墜
に
つ
雪
る
一
畑
作
の
省
力
昔
、
需
甘
諮
問
心
の
一
っ
た
と
も
ろ
こ
し
は
要
事
U

百
万
、
そ
川
う
ち
歯
車
業
九
千
万
円
そ
れ
に
禁
事
業
が
、
な
か
な
か
っ
い
悪
し
得
な
い
と
に
ろ
で
あ
三
例
え
ば
暴
慢
だ
け
考
え
て
み
ず
も
建
議
と
、
需
橋
駅
失
望
と
ζ
ろ
は
壊
の
問
題
で
あ
る
o

一
経
営
川
ら
商
品
生
産

E
J移
一
多
大
の
好
評
議
し
、
十
キ
ロ
当
主

の
入
梨
去
る
六
月
一
一
十
一
一
日
に
決
定
で
行
げ
な
い
と
い
ろ
悩
み
で
あ
る
。
私
選
の
附
で
は
昭
和
一
一
十
八
年
六
月
、
原
防
護
の
間
辺
に
、
雪
巾
を
も
っ
す
ま
皇
室
路
線
は
が
き
る
語
道
路
一
本
つ
く
あ
に
し
も
一
億
一
ず
さ
、
か
視
し
か
れ
五
十
一

0
0円
前
後
の
頭
取
引
き
さ
れ
て

し
、
一
一
一
十
九
年
度
第
望
っ
た
主
例
え
ば
震
計
画
日
立
て
て
、
そ
れ
が
壁
、
抱
区
と
大
震
度
話
雨
前
路
の
た
信
義
げ
る
こ
と
は
議
で
あ

J
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
白
円
ま
か
ぶ
、
こ
れ
を
ど
フ
す
る
か
。
一
改
良
霊
所
な
ど
V

検
事
一
し
f

き
と
い
ま
す
d

朋
年
度
の
活
富
に
も
樹

立
て
も
ぎ
れ
る
は
ず
だ
し
、
こ
と
で
き
上
る
頃
は
も
う
狭
く
な
っ
て
し
ま
害
現
け
た
。
吉
宗
合
併
し
り
、
ま
た
来
事
は
あ
る
が
、
ア
イ
ソ
着
実
に
大
震
妥
協
花
つ
な
が
り
、
勿
白
川
署
強
い
由
灰
そ
も
お
、
一
主
が
、
食
用
と
う

2
こ
し
(
ゴ
7

一
め
ア
鴎
る
ハ
希
望
が
も
た
れ
る
と
同
時

九

時

制

仲

間

刊

行

佐

和

品

目

当

叫

医

師

世

話

MMUUU時
日

時

打

神

話

諸

問

時

一

同

時

住

区

間

債

や

星

雲

間

つ

で

ゆ

か

ね

ば

7
デ
ン
パ
ン
ダ
ム
)
の
栽
雪
こ
と
し
一
に
、
奈
健
全
般
の
燭
伊
経
営
の
転

一

長

信

日

告

す

っ

(

い

る

と

い

づ

始

末

で

あ

U
U
A
i
l
-九
日

間

以

諸

国

ザ

…

…

引

説

明

料

開

れ

れ

れ

持

詰

十

円

阻

止

問

日

時

一

時

十

日

一

昨

日

九

九

日

開

大

き

い

も

一

時

間

四

日

iu軒叩
自

民

間

計

い

の

か

、

警

の

号

。

べ

き

で

あ

る

ιき
お
っ
た
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い

oE、
そ

れ

富

喜

義

て

六

言

へ

、

中

野

町

ト

良

川

町

出

主

刊

に

討

日

明

刊

行

し

日

明

日

ー

に

お

げ

ヴ

司

昔

話

一
遺
言
に
は
ひ
ま
》
て
い
る
o

警
が
か
ぞ
い
る

B
長

j
E
R
4
1
:時
は

喜

多

よ

ん

で

い

る

が

、

下

京

芸

に

一
観
光
も
一
季

Z一
一

重

へ

と

移

る

が

そ

の

一

つ

は

都

市

地

賜

惇

嘘

と

者

市

計

画

裏

目

立

へ

お

く

れ

て

お

り

町

民

に

も

大

分

譲

一
き
さ
し
川
見
え
て
き
た

o

Z

の
問
訟
で
あ

J

j

j

J

-

}

J

P

戒
は
持
率
て
を
か
げ
て
い
る

oこ
の
こ
尺
議
長

一こ
f
数
年
間
町
在
日
常
一
費
し
て
空
襲
の
望
小

A

孟

降

、

三

路

島

へ

と

、

大

き

の

念

要

安

ら

な

い

。

旬

ん

と

か

し

て

干

し

て

き

だ

相

疑

者

ゃ

く

罪

よ

沼

む

に

つ

れ

て

、

考

町

長

加

藤

清

く

将

苦

手

早

く

砲

事

図

り

た

い

ど

気

ば

か

り

あ

一

お

E
ね

占

{

る

で

あ

ろ

う

と

考

せ

っ

て

い

る

の

が

涜

次

で

あ

る

。

一
う
と
し
て
い
る
d

勿
論
こ
れ
に
は
私
選
え
な
げ
れ
ば
な
ら
な

一

え

ら

れ

み

だ

げ

望

与

し

習

室

も

事

訴

に

な

り

、

一
の
宮
長
お
く
害
情
勢
と
い
弓
も
い
C
ど
は
芸
的
な
望
の
間
開
ぁ
と
こ
ろ
、
今
度
原
問
題
説
日
う
大
き
は
ま
だ
白
書
君
事
事
等
の
訂
嬰
で
あ
9
0

響

憲

章

心

と

し

た

今

や

義

者

意

究

員

ぴ

て

各

一
の
が
‘
大
き
く
働
い
て
い
る
こ
と
は
事
る
ρ

即

ち

露

、

率

上

下

i
、

な

目

黒

宮

寺

F
Tち
ま
ち
闘
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
義
理
喜
め
で
の
壁
、
大
質
問
富
官
官
さ
れ
て
い
れ
ば
い
る
ほ

ー
で
あ
る
支
の
陣
地
の
利
八
の
衛
生
等
、
ア
一
う
し
た
震
に
と
っ
て
、
品
問
題
に
白
出
し
た
わ
げ
で
あ
る
。
ら
な
い
。
そ
し
て
ど
の
こ
と
は
、
機
区
の
用
語
車
問
題
主
が
担
な
ど
、
私
選
の
援
は
望
者
号
、
な

一
利
‘
こ
れ
は
知
恵

R
E必
要
な
ほ
ん
七
つ
に
大
切
な
事
お
く
れ
さ
さ
て
こ
こ
べ
里
に
な
P

つ
の
は
、
照
時
否
問
区
一
f
も
合
山
て
町
会
保
と
ら
な
、
。

一

レ

ん

と

如

実

知

レ

い

弱

気

化

も

っ

て

打

開

し

一
意
で
あ
る
d

私
選
は
町
の
高
条
件
と
す
日
フ
、
で
き
る
だ
け
量
し
と
い
高
富
豪
考
え
る
と
、
一

t
総
合
的
に
考
え
ら
れ
な
げ
れ
ば
な
君
、
語
、
喜
美
前
は
ま
こ
と
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
乙
う

一

日

昨

日

日

開

3っ
て

訂

れ

針

訂

正

町

山

内

訪

問

下

訪

日

目

白

汗

日

時

間

践

的

川

日

計

九

日

比

一

軒

れ

訪

日

向

町

時

計

日

一
恐
ら
く
こ
こ
数
年
間
聞
き
速
度
と
い
控
室
長
め
、
実
施
に
入
っ
て
行
ば
な
ら
な
い
と
い
フ
ζ
と
で
あ
る
。
蹄
の

mm指
定
だ
と
考
-
そ
い
ゐ
が
と
顕
の
世
界
事
え
て
行
か
な
げ
れ
ば
な
お
そ
ら
く
む
フ
か
し
い
め
げ
で
あ
U
、

一
、
つ
も
の
は
、
震
の
何
倍
か
に
関
手
く
の
が
都
耳
東
京
山
っ
て
、
警
の
現
在
、
私
達
は
い
ろ
い
ろ
憲
章
う
で
あ
ろ
う
か
。
も
っ
と
義
的
に
い
ら
な
い
。
そ
う
し
デ
そ
の
宅
、
惑
と
の
震
話
番
の
御
室
長
く

一
る
で
あ
る
っ
と
号
。
徳
っ
て
私
還
は
テ
ン
ポ
が
号
、
し
か
も
い
ろ
い
ろ
の
て
お
り
、
近
く
雲
に
も
雪
雲
フ
と
、
壁
、
寄
豊
富
喜
平
レ
た
住
宅
事
知
事
、
室
、
下
大
辱
お
闘
い
し
た
い
。

一
環
入
態
勢
に
方
会
hr
期
さ
な
げ
れ
ば
な
嬰
潔
が
一
度
に
動
き
出
さ
ん
と
し
て
い
療
に
も
均
六
資
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
向
は
、
大
前
宮
前
地
区
の
舷
接
点
ゲ
選
点
と
争
犠
然
レ
r
過
つ
ア
-
ゆ
か
な
げ
れ
ば
な
ら

s

i

l

l

q

M

制

l
i
l
i
l
i
-
-
-

四
年
目
を
迎
え
た
港
湾
建
設

(2う

乙
と
し
の
事
業
費

一
億
二
千
二
百
万
円

日
一
大
詰
の
警
は
乙
と
し
四
年
固
に
入
一
も
字
し
、
寝
室
の
一
号
室

け
す
ま
し
た
。
ヱ
撃
は
留
め
て
一
順
調
握
一
ヱ
事
は
、
書
凶
悪
株
式
会
票
日
請
負

}
一
砂
レ
経
曇
一
六
円
米
の
由
同
時
間
俊
混
は
既
一
既
に
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

ヲ
辺
一
に
倒
防
、
こ
と
し
は
こ
こ
に
二
堕
久
米
一
仮
設
岸
、
船
舶
現
用
斜
附
お
よ
び
開
立

信
一
の
パ
ラ
ペ
ッ
ト
(
彼
返
し
)
が
築
造
さ
一
て
工
事
は
近
く
請
負
契
約
が
行
な
の
れ

ch
一
ハ
前
年
湾
L
引
続
き
南
防
彼
場
九
八
一
る
予
定
で
す
。

全
滅
の
雲
と
仮
護
岸
二

O
糸
、
ぞ
れ
一
問
題
奥
州
あ
と
守
護
さ
れ
て
く

和
一
に
費
用
斜
路
二

O
需
智
ら
た
に
一
る
と
、
小
型
漁
船
な
ど
の
入
沼
田
哲

昭
ぜ
ら
れ
害
関
上
の
空
で
ご
ニ
、
三
至
宝
う
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

oowザ
万
が
で
き
上
る
こ
と
に
な
り
ま
一
乙
と
し
川
事
業
に
委
す
る
町
内
負
担
金

ず

。

一

一

は

一

手

八

百

万

円

ず

す

。

(

写

真

は

逐

売
る
六
月
二
十
一
一
一
日
工
事
の
請
負
契
約
一
次
で
き
上
t

て
ゆ
く
大
涜
周
什
八
位
一
景
)

し、b あおお期 32号

議会だより
こご二二二ごごごごごにごごごごご

昭和 39年大洗町

議会第3固定例会

間
朝
刊
三
十
九
年
度
開
閉
芭
予
算
の
ほ
か
十

一
領
案
争
観
観
ず
る
第
一
三
一
図
慰
例
町
議

会
は
、
支
る
六
月
二
十
日
開
会
さ
れ
、

真
剣
な
前
関
の
結
果
、
会
叡
智
用
品
匂
間
出
来

還
り
可
決
し
同
日
開
会
し
だ
U

乙
れ
に

よ
り
一
般
盆
計
予
鳥
は
、
九
百
十
一
一
万

一
平
円
か
追
加
さ
れ
、
合
計
二
億
二
千

三
百
八
士
一
万
一
一
-
キ
内
と
な
っ
た
。
な

お同
prr
予
算
突
の
ほ
か
可
決
さ
れ
た
案

τ

停
は
次
の
レ
に
お
D
Jぺ
あ
る
。

一
関
甲
南
第
四
十
九
督
。
県
送
路
線
の
少

道
路
編
入
に
つ
い
て

一
一
翻
案
第
五
十
号
。
町
信
士
酌
憾
の
使
用

許
河
に
つ
い
て

三
副
朝
四
口
第
一
号
。
寄
附
受
入
に
つ
い
て

四
報
包
第
二
号
。
旧
第
一
二
中
学
佼
舎
の

問
問
山
町
に
つ
い
て

五
議
案
第
五
十
一
号
。
大
涜
初
防
災
A
E

議
条
例
殻
怨
に
つ
い
て

六
繍
策
第
五
十
二
号
。
穴
前
町
災
留
対

策
本
部
栄
例
殻
定
に
つ
い
て

七
簸
案
第
五
士
一
考
。
大
前
防
税
条
例

の
金
次
冷
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

八
観
察
第
五
十
四
号
。
大
例
町
営
プ
ー

ル
使
用
籾
徴
収
条
例
殻
怨
に
つ
い
て

九
議
案
第
五
十
五
場
。
穴
曲
山
町
将
別
問
削

の
開
明
品
目
で
努
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及

び
問
問
問
弁
僚
に
関
す
る
条
例
の
一
部

品1
改
庄
す
る
条
例
に
つ
い
て

十
揖
悶
策
第
五
十
一
ハ
号
。
大
関
町
持
怨
手

数
税
条
例
の
一
部
舟
改
症
す
る
条
例

に
つ
い
て

十
一
議
熊
第
五
十
ぢ
号
。
大
前
初
勝
員

の
時
仲
間
四
に
関
す
る
条
例
の
一
部
府
一
政

E
す
る
条
例
に
つ
い
て

ぼ
く
ら
も
火
災
予
防
に
協
力

よ
る
償
制
判
明
開
法
が
れ
以
関
さ
れ
、
少
年
消

防
聞
の
諸
君
は
そ
の
際
然
た
る
規
律
、

迅
速
に
し
て
し
か
も
一
仕
欄
な
周
作
に
会

員
感
勝
の
声
そ
も
ら
し
、
惜
し
み
な
く

拍
手
掛
送
っ
て
い
ま
し
た
。

金
品
伎
の
少
伝
消
防
団
の
荷
慢
が
大
い

に
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
こ
と
で
御
深
窓

取
上
げ
た
い
ζ
と
は
、
少
厚
消
防
部
の

伍
お
は
底
接
欠
災
須
場
に

m勤
し
、
初

一
中
に
少
年
消
防
団
発
足

多
く
の
災
害
の
な
か
で
も
、
火
災
に
よ
一
分
団
長
そ
の
他
来
賓
多
数
が
自
問
さ
れ

る
周
智
は
明
仲
間
滑
に
莫
大
な
も
の
で
あ
り
一
献
し
ゅ
く
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

艮
つ
交
化
生
活
か
高
去
る
に
従
い
、
そ
一
園
町
四
円
隠
の
う
ち
に
国
旗
掲
揚
、
校

の
件
数
も
日
毎
に
叩
唱
え
つ
つ
あ
り
ま
す
一
長
先
生
よ
り
松
本
団
長
以
下
金
団
員
に

額
い
に
し
て
わ
か
大
統
町
で
は
附
消
防
一
対
し
任
命
欝
の
変
附
、
町
長
さ
ん
よ
り

聞
の
み
な
さ
ん
の
熱
心
な
努
力
介
一
府
溜
一
部
員
徴
鷲
の
授
与
が
あ
り
、
つ
づ
い
℃

の
お
か
げ
で
、
い
ま
ま
で
大
声
な
火
災
一
校
長
先
生
の
式
辞
、
来
賓
各
位
よ
り
激

も
な
く
、
一
最
少
阪
の
彼
震
で
く
い
止
め
一
回
の
言
葉
が
あ
っ
た
あ
と
、
校
践
を
先

て
い
た
だ
い
て
お
P
ま
す
C
と
は
、
ま
一
一
閣
に
団
長
以
下
回
ケ
伊
間
の
分
団
長
指

こ
i
y
t

に
隠
謝
に
泡
へ
ま
せ
ん
。
一
一
揮
す
る
分
列
行
溜
が
行
拍
れ
ま
し
た
Q

こ
の
ほ
ど
大
椀
第
一
中
学
校
よ
い
は
、
石
一
そ
の
行
活
は
実
に
騒
然
と
し
た
立
浪
な

橋
絞
長
先
生
の
藷
識
に
よ
り
、
少
年
尚
一
も
の
で
あ
り
J

、
県
下
に
精
鋭
静
静
る
大

防
団
ぞ
結
成
す
る
こ
と
と
な
D
、
か
ね
一
涜
附
消
防
団
の
そ
れ
に
勝
る
た
も
劣
ら

か
ね
、
県
の
消
防
防
災
関
の
指
樽
の
も
一
な
い
も
の
で
し
た
。
彰
後
に
坂
広
団
長

と
に
沼
当
の
先
生
方
が
中
心
と
な
っ
で
一
の
替
相
聞
に
よ
り
少
年
間
防
聞
の
前
途
を

車
備
を
す
す
め
て
い
ま
し
ゃ
J

が
、
い
よ
一
一
例
信
ず
る
居
心
オ
が
コ
嘱
さ
れ
、
由
同
時
周
頴

い
よ
本
決
り
と
な
り
、
去
る
五
月
士
一
一
一
に
結
成
式
折
閉
じ
た
の
で
あ
り
ま
す
O

B
一
中
グ
ア
ジ
ド
に
お
い
て
、
結
成
式
一
式
の
終
ア
後
先
般
行
ば
れ
た
茨
城
県
市

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
県
拘
防
一
町
村
尚
問
ポ
ン
プ
録
法
鋪
聞
は
大
会
に
罰

防
災
課
係
官
、
加
瀬
町
長
ヌ
R
A
P
T
A
一
伐
混
と
し
て
参
加
し
、
栄
あ
る
関
勝
を

会
長
、
坂
庶
酒
防
団
長
、
管
内
令
問
問
問
獲
ち
得
た
均
等
が
精
鋭
第
五
分
回
員
に

火
作
業
に
鮮
d

唱
す
ザ
ぬ
も
の
で
は
な
く
、
一
な
り
ま
し
た
。

平
常
に
お
け
あ
答
閥
的
訓
練
(
翠
磯
訓
一
み
な
さ
ん
の
御
健
斗
ぞ
心
か
ら
祈
っ
て
-

際

、

消

火

襲

警

護

防

災

対

策

、

一

や

み

ま

せ

ん

。

一

体

育

館

の

備

品

の

火
災
予
防
思
想
の
啓
発
、
務
秋
の
火
防
一
柳
ひ
さ
注
関
提
町
ぢ
四
O

一

た

し

に

と

週
間
の
行
事
に
多
加
す
ぶ
ほ
か
、
変
一
(
型
選
一
高
弼
裏
側

2
年
)
一
商
腐
食
と
専
門
望
者
、
十
万
円

通
、
水
線
、
防
拙
な
ど
の
た
め
に
も
協
一
山
本
矯
行
士
、
二
五
一
一
大
前
町
一
商
盟
国
(
代
表
米
山
総
訳
さ
ん

ガ
ず
る
こ
と
が
そ
の
任
務
と
な
っ
て
い
一
(
水
戸
士
業
機
械
判
明

2
年
)
一
ほ
か
二
一
七
名
)
お
よ
び
大
詰
専
門

ま

す

。

一

首

川

実

穴

賀

町

二

五

一

一

塁

「

代

表

奇

襲

さ

ん

ほ

か

二

八

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
と
の
よ
ろ
に
少
一
露
里

T
4
)
一
名
)
で
は
こ
の
ほ
ど
蓄
な
J

た
第
一

年
筒
防
団
の
諸
君
が
一
生
将
命
火
災
予
一
秋
葉
章
也

φ
四
一
中
学
絞
室
内
壁
露
の
備
品
購
入
時
四
の

防
に
努
力
し
ょ

2す
る
健
気
な
精
神
一
(
那
一
翼
一
喜
義
ー
さ
一
平
即
に
ト
F

そ
れ
ぞ
れ
金
五
万
円
ず
つ
計

完

分

認

識

さ

れ

、

心

か

ら

商

習

磁

着

実

費

E
、
室
二
十
万
円
舟
寄
贈
し
て
下
さ
い
ま
し
た
ω

肢
が
弘
わ
れ
f-
れ
が
健
全
な
湾
問
毒
一
内
部
闘
員
一
高
閣
議
税

1
年
)
一
か
か
る
筒
さ
ん
方
向
厚
い
お
寂
し
に
対

げ
、
壁
か
な
住
み
よ
い
大
関
町
の
釘
竺
勝
治
聖
書

R
B一
一
し
心
か
ら
腐
謝
申
告
手
。

く
り
に
御
協
力
下
さ
る
よ
う
お
聞
い
申
一

上

げ

ま

す

。

(

写

真

詰

は

選

の

下

一

一

住

宅

難

の

解

消

へ

十

七

戸

の

増

築

に

)

一

塁

の

査

は

き

と

に

激

し

ぐ

な

と

震

の

遣

は

、

毒

薬

宅

、

六

奨

学

生

き

ま

る

一

日

間

同

口

村

イ

に

腐

心

し

一

計

同

月

間

口

十

戸

時

山
本
君
な
ど
六
名
一
大
出
町
甘
既
に
七
(
U戸
の
町
営
住
宅
が
一
絡
事
業
資
は
八
百
包
十
一
一
一
立
一
千
円
、

昨
年
制
定
さ
れ
た
穴
関
町
奨
学
資
金
交
一
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
忠
一
乙
の
う
ち
国
の
補
助
金
四
百
八
十
二
宏

給
条
例
に
も
と
ず
き
、
こ
と
し
の
奨
学
一
り
ま
せ
ん
。
町
で
は
こ
と
し
前
向
岳
地
一
円
、
臨
債
(
国
γ

か
ら
の
借
入
金
)

空
港
議
事
雲
雲
は
、
去
る
一
医
、
木
造
第
二
属
住
宅
十
足
裏
一
百
万
円
、
町
の
自
己
負
担
三
百
九
十
匁

五
月
八
日
開
伽
れ
、
作
年
間
ば
れ
た
三
一
し
幾
分
で
も
佳
一
泡
織
の
緩
和
会
は
か
つ
一
円
子
J
O

積
り
ほ
か
、
間
前
ら
だ
に
択
の
一
一
一
名
の
人
一
て
ゆ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一

連

が

決

定

し

、

書

室

の

奨

学

生

と

一

大

洗

産

と

う

も

ろ

こ

し

東
京
市
場
で
好
評

へ
水
戸
主
契
機
械
例

1
年
)
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